


















れており、対面式ではなく、車座になって講座を行うことができます。初回の講座から話題が尽きることがなく、受講されている保護者の方との距離が短時間で近くなる事 感じられました。様々な所でも同様な講座を担当させて頂いてきましたが、ころころの森の講座は場が温ま の 早く、受講されている 々に構えがないところが持ち味だと思い す。これまで、ころころの森のスタッフの方々が作っ こら た温かい雰囲気の中で、車座で講座が行えることなどがそ 一因になっていると思われます。場が温かいことにより本音が出るという利点もあり すが、それだけではなく、このつながり 温かさ そ 食育の原点であり、講座の中で伝えたい事のひ つ もあ です。
今、子どもたちの食の問題には３つの「コショク」
があると言われています。子どもが１人、 たは子どもたちだけで食事をする「孤食」、同じ食卓につきながら各人が別々の物を食べる「個食」、毎日同じを食べ続ける「固食」、こうした３つのコショクの問題は食卓を供食の場から個人の場へと変えています。こうした変化が子どもたち 心や体 影響を及ぼしていることが報告されています。 べることは人が生きていく為には不可欠なものであり、子ども 健やかな成長を支える柱の一本で あり しかしそれ 、生命維持・増進 必要なエルネルギーや栄養素を得
ことばかりでなく、人と人のつながりの中から明日への活力を得ている場所でもあるからなのです。
保護者に食に関する悩み事を調査した場合、何年間







て、食育＝教育するものという傾向も一部に見られますが、食育とは本来、教科のように何かを教育するものではなく、安定した環境の中で豊かに体験を積み重ねる身近な生活の中で育まれていくものであると考えています。生涯にわたり、どのような食を営む力を持つ大人へと成長し 欲しいのか、そのためにはどのような環境や体験を積み重ねればよい かなど、多くの課題があります。そのひとつひとつを 車座に りながら保護者の方々と取り組んでいきたいと考え ます。そしてこの体験の積み重ねの実践型と て、おやつ講座 あります。この講座は食育講座よりも、もっと保護者とそして子どもたちとの距離が近い講座です。実際に作る、食べるというこ を共にする中で、何気ない会話や動作からいつ の日常も見えてきます。こうした場面に出会えるの 同世代 子どもや保護者が一緒にになって、同じものを作り、食べるという、「食」という共通の窓口があ からこそではないでしょうか。少子化や親の就労状況が多様化する中、孤食などに見られるよ 、子どもたちの食環境は希薄の方向に傾こうとして ます。だからこそ、子育て支援センターや子育て広場、保育所な の利点を最大限に生かし、家庭の中だけでは体験しにくいような「食」を通しての様々な体験を大切 したいと考えています。
日常の何気ない子どもたちとのかかわりを丁寧に行




ることも今後の課題だと考えていま この２市 地域性についてですが、小平市と東村山市に隣接しており、ころ ろの森の利用者 多いことから、小平市食育に関す 実態調査結果から考えたいと思います。平成
18年度から２年間、小平市の食生活検討委員とし




























た。回答者の多くは継続的な作業を望んでおり、希望する農業 では、 野菜作り」、「米作り」が特に多くみられました。子ど に必要だ 考える食育体験では、子どもに食べ物 感謝の気持ち 育てる体験、食品を大切にする体験、料理教室の参加、工場や店舗への見学の順に高くなっていました。自由回答欄には「継続が大切。害虫とり、草ぬき、雨の日、暑い日など手間がかかることを知ることが大切」、「物が作られるプロセス、もの 大切さ、尊さ 作って下さる人への感謝を知ることが必要
) 」など、意見も数多くみら
れました。この辺り 回答 生活区域の中に身近に農地があること、農業関係者 いることが関係 ていると思わ す。
（3）関係者との連携また農業関係 も「安全で新鮮な野菜の供給」、
地域と子ども学●第2号37
「食の安全に関する正しい理解を持たせること」などが自分の仕事の中で食を通しての関わりであると考えており、保護者からも農業体験等のニーズも高いから、地域性を生かし、農業関係者を中心とし 「食育」の取組の展開も充実させていくことが望まれます。また、商業者においても「情報提供する場を提供できる」、「安全な食材 提供できる」、「食について地域を結ぶ話し合いの場へ 参加ができ 」など積極的な意見が出されており、総じ 地域全体の食意識が高いことが読み取 ました。
講座やこれらの調査を通じて、東村山市・小平市
は、自然、流通、地域の人材などを生かした地域性を重視し、独自性を持った更なる食育の推進が可能なであると考えられます。また食 講座やおやつ講座の実感としても参加者の関心が高いため、今後の課題の１つとして、大学と子育て支援センターを拠点と ながら、周辺関係者 連携し 体験を重視した距離 近い講座や取組みを更に増やしていきたい 考えています。人や自然や社会との関わりや 文化など、幅広い食体験を育ち 学びにつなげていくことが期待されています。
